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本論文の意義および独創的な点は以下のとおりである。第 1に、第 1章では、Leventhal が提示する
手続き的公正の 7つの構成要素と 6つの判断ルールの関係に関して、公正性の客観的分析に当たって













論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、組織的公正理論における Leventhal の手続き的公正理論を分析的フレームワークとして、
中国の大学教員職における昇進制度の公正性を国際比較研究および歴史比較研究したものである。研





て有効であることを既存の論文レビューから導出した。第 2章では、欲求理論を代表する ERG 理論と
組織的公正理論を統合して「公正関心モデル」を提示し、大学教員の昇進をめぐる具体的な行動に対




構成要素の成立状況を分析した。第 5章は、第 3章および第 4章で分析した結果を総括し、本論文の
分析的フレームワークに基づき、3つの時期毎に、中国と 3つの国における大学教員職昇進制度の公
正性の成立状況を比較対照させた。 
各章ごとに結論を導いているが、論文全体からは、大学教員職昇進の競争制の確立は昇進制度自体
の手続き的公正性を高めるという本論文の最終的な結論が得られた。尚、本論文の主たる研究意義お
よび独創性は、Leventhal による手続き的公正の 7つの構成要素の成立状況に基づき、昇進制度の客
観的な分析が可能となることを明らかにした点にある。 
このように、本論文は、昇進制度の公正性を分析する際、Leventhal による手続き的公正の 7つの構
成要素の成立状況に基づく客観的分析の可能性について、具体的な事例に適用して解明した点は高く
評価できる。分析された事例数には限界があるものの、そのこと自体は論文の評価を損ねるものでは
なく、本論文は博士(経営学)を授与するに値するものと審査委員会は判断した。 
